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■今回の取り組みで実装された内容
Abuseが登録可能なネットワーク情報・AS情報の一覧は、次の通りです。赤字が、新たにAbuseが登録できるよう
になりました。また、従来Abuseとして登録が可能だったのはメールアドレスのみでしたが、担当者情報（JPNIC
ハンドル）と担当グループ情報（グループハンドル）も登録できるようになりました。

IPv4アドレスの割り当て情報・SUBA登録の情報
IPv4アドレスの割り当て情報およびSUBA登録の情報
では、

”

o. [Abuse]”の項目が追加になりました。

■Abuseの登録方法
IPアドレスの割り当て等、新規の情報登録申請で、Abuseを登録する項目が追加となっています。この項目に、メール
アドレス・担当者情報・担当グループ情報のいずれか一つを登録する形となります。

既存の登録情報においては、登録情報変更の申請（ネットワーク情報変更申請、AS番号登録情報変更申請など）を
行うことで、Abuseを登録する項目が表示され登録が可能です。

■Abuse登録のお願い
今回登録が可能になったAbuseですが、今後登録を必須化する予定です。

IPアドレス管理指定事業者の方や、JPNICからIPアドレス・AS番号の分配を受けている方におかれましては、Abuse
に対応するための窓口や連絡先を準備いただき、登録を行っていただけますよう、お願いいたします。

プロバイダ等からIPアドレスの割り当てを受けていらっしゃる方は、その割り当て元のご担当者に確認いただき、
Abuseの登録（情報変更）を行っていただければと思います。

JPNICブログから、オススメ記事を紹介します。今回は、2019年6月に開催された
第36回JPNICオープンポリシーミーティング（JPOPM36）で議論され、実装勧告を
受けた、「JPNICにおけるWHOIS正確性向上の検証」について、JPNICの取り組みを
お知らせした記事をご紹介します。ぜひ、JPNICブログで全文もご覧ください！

PICK OUT!
JPNICブログコーナー

● IETF
● Internet Week
● IPアドレス
● JPNICからのお知らせ
● JPNICについて
● JPNICのイベント
● アクセス数Top 10
● インターネットガバナンス
● インターネットの技術
● コラム
● ドメイン名
● 他組織からのお知らせ
● 他組織のイベント

カテゴリー
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https://blog.nic.ad.jp/2022/8415/ip_team 2022年12月26日 IPアドレス JPNICからのお知らせ インターネットの技術
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ネットワークの不正利用に対応する
窓口（Abuse）の登録開始

● IPアドレス管理指定事業者(JPNICからIPアドレスの割り振りを受けている事業者)
▶ IPv4アドレスに関する情報
● 割り振り情報
● 割り当て情報（インフラ・ユーザー）
● SUBA登録

▶ IPv6アドレスに関する情報
● 割り振り情報
● 割り当て情報
  （インフラ・ユーザー・再割り振り・再割り振りからの割り当て）

● 特殊用途用プロバイダ非依存アドレス（IPv4アドレス・IPv6アドレス）の割り当て情報
● 歴史的経緯をもつプロバイダ非依存アドレス
● AS情報

JPNICにおけるWHOIS正確性向上の取り組みとして、2022年8月22日からネットワークの不正利用に対応する
窓口(Abuse)の登録が可能となった項目が増えました。

Network Information: [ネットワーク情報]
a. [IPネットワークアドレス] 192.168.0.0/27
b. [ネットワーク名] maru-net
f. [組織名] ○○株式会社
g. [Organization] ○○ Corporation
m. [管理者連絡窓口] ZZxxxxJP
n. [技術連絡担当者] ZZxxxxJP
o. [Abuse]  abuse@example.com
p. [ネームサーバ] ns01.example.com
p. [ネームサーバ] ns02.example.com
[割当年月日] 2021/08/10
[返却年月日]
[最終更新] 2022/12/22 10:47:07(JST)

IPv6アドレスの割り当て情報
IPv6アドレスの割り当て情報では、技術連絡担当者とネーム
サーバの間にAbuseの項目が表示されるようになりました。

Network Information: [ネットワーク情報]
[IPネットワークアドレス] 2001:db8:2008::/48
[ネットワーク名] maru-net 
[組織名] ○○株式会社
[Organization] ○○ Corporation
[管理者連絡窓口] ZZxxxxJP
[技術連絡担当者] ZZxxxxJP
[Abuse]  ZZxxxxJP
[ネームサーバ]
[割当年月日] 2022/12/22
[最終更新] 2022/12/22 10:47:07(JST)

■JPNIC WHOISでの表示例（検索結果例）

Unix系OSでは、サン・マイクロシステムズ社によって、1984年に発表、1985年に実装された
Unix用の分散ファイルシステムである、NFSが広く使われてきました。当初からTCP／IPベース
で、1989年にはRFC1094として標準化されています。2000年代にはバージョン4となりまし
た。現代的なUnixでは当然のようにSMBをサポートしていますが、Unixシステム間ではNFSで
ファイルを共有するのが一般的です。

ことはじめ
協力:株式会社日本レジストリサービス

SMB普及以前、1980年代後半はMS-DOSをクライアントとする、
Novell社のNetWareという専用OSによるファイルサーバがある程度
普及していました。Netwareは下位プロトコルとしてTCP／IPではなく
IPX（Internetwork Packet Exchange）／SPX（Sequenced Packet 
Exchange）を使っていて、当時のSMBよりも機能が優れていました。そ
してWindows 3.1までは実質的にMS-DOSの拡張という形態だったの
で、これをそのまま利用していました。

SMBが普及し始めたのは1990年代初
頭で、Windows 3.1 for Workgroups
ないしWindows 95がネットワーク機能
としてアピールしていました。当初はサー
バとしてIBM社とMicrosoft社が共同開
発したOS／2というOSが必要でしたが、
Windows NT登場以降はWindowsだけ
で完結するようになります。その後、SMB
の通信プロトコルに標準的なTCP／IPが
採用され、1990年代後半にはNetWare
をほぼ駆逐するに至りました。

82号の本コーナーで紹介したように、インターネット上のクラウドストレー
ジサービスでファイルを共有することは、2023年現在では当たり前になっ
ています。82号ではその前段階としてのファイル共有にも触れました。今回
は、インターネット以外でのファイル共有ことはじめを追いかけてみます。

いまやLANは当たり前の存在となり、とあるPCに記録されたファイルを、
別のPCから読み書きできます。またエンドユー
ザーであっても、ネットワークにつながったファ
イルサーバないしNASにデータを保存、共有
することも珍しくありません。こうしたファ
イル共有にはWindowsやmacOSでは主
にServer Message Block（SMB）、
Unix系OSではそれに加え、Network 
File System（NFS）といったプロトコルが
使われます。

ファイル
共有
ファイル
共有

第18回

インターネット研究所
ハジメ・コトー所長

助手ロボット
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Windowsでの共有

ファイルを共有する

❷

❶

現代のMacintoshは前述のようにWindowsと同じプロトコルを使っ
ていますが、当初はAFP（AppleTalk Filing Protocol）というApple 
Computer社独自のプロコトルを使っていました。1984年にAppleTalk
としてネットワーク機能が発表された時には接続ケーブルとしてRS-422
を使っており、イーサネットやTCP／IPとの互換性はありません。その代わ
り複雑な設定を必要とせず、ケーブルをつなげば動くという簡便さと、当時
としても高価だったプリンタを共有できることから、Macintoshユーザー
の間に広く普及します。その後イーサネットが普及すると、イーサネット上
で動作するAppleTalk（EtherTalk）が開発されましたが、徐々に各種機
能がTCP／IPベースに移行し、Mac OS X 10.6の時点でAppleTalkは
使われなくなりました。

 Macintoshでの共有
❸

日本においてLANがエンドユーザーに普及したのは、早くてもWindows 95以降、すなわち
1995年以降です。それ以前の1980年代はLANにしてもインターネットにしても夢の世界の
お話で、現実にはダイヤルアップでモデムを介してパソコン通信や草の根ネットに接続するの
がせいぜいでした。チャットやメール、掲示板こそありましたが、当初は任意のファイルをやり
とりすることはできませんでした。こんな時代でも、自作したソフトウェアなどを互いに交換
したいという要望はありました。

LAN以前
❺

当時ファイルを交換するために工夫されたのが、ファイルをテキストに変換／分割してメールと
してやりとりしたり、掲示板に掲載する方法です。uuencodeに始まり、ishなど、分割／統合を
自動的に行い、ある程度のエラーを訂正できる高度な変換ソフトも開発されました。その延長
線上にある技術として、電子メールでさまざまなファイルフォーマットを取り扱えるようにした、
MIME（Multipurpose Internet Mail Extension）が挙げられます。このおかげで、現代の
我 は々簡単にメールにファイルを添付できます。

またこの時代は通信料金が従量制で高額だったこともあり、ファイルを一つにまとめ、さらに圧
縮して通信量を減らすソフトウェアも開発されました。少しでも小さく、変換速度を早くするため
に、さまざまなソフトウェアが現れては消えていきました。現在でも使われているzipやtar+gzip
といったファイル形式は、このあたりに起源があります。

テキスト化と圧縮
❻

テキストに変換することなく、バイナリファイルを直接やりとりできるようにすることで効率を高め
る技術は、1980年代のパソコン通信で既に使われていました。その例として、モデムを介した通信
で用いられたXMODEM／YMODEM／ZMODEM、コロンビア大学で開発されたKermitなどが挙
げられます。これらは転送コマンドによりファイル単位で送受信を行うプロトコルであり、その点で
はインターネットの標準的なファイル転送プロトコルである、FTPやHTTPなどと同様です。

しかし、下位の通信レイヤーでエラー訂正やフロー制御を行うFTPやHTTPとは異なり、これらのプ
ロトコルでは通信プロトコル自体にエラー訂正やフロー制御が含まれています。そのため、TCP／IP
が標準プロトコルとして広く普及し、通信の信頼性が向上して以降、ファイル転送プロトコルにはFTP
やHTTP、それらを暗号化してより安全にしたSFTPやHTTPSが、広く普及することとなりました。

ファイル転送プロトコル
❼

❹

「インターネット歴史年表」も見てね!!
https://www.nic.ad.jp/timeline/

Unixでの共有

SMB

NFS

XMODEM

AFS

ファイル
共有

次回は「Wi-Fi」を取り上げる予定です。
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